
第４室 「近世の工芸」展示解説 
 

 

N-64-附属 五大明王鈴付属箱（ごだいみょうおうれいふぞくはこ） 

N-13-附属 梵網経付属箱（ぼんもうきょうふぞくはこ） 

法隆寺は元禄７年（1694）に伽藍（がらん）修理の資金を調達するため、江戸の回向院（え

こういん）で寺宝の出開帳を行った。その際に徳川５代将軍綱吉(つなよし)の生母、桂昌院(け

いしょういん)によってこれらの宝物収納箱が寄進された。いずれも黒漆塗りで、蓋（ふた）

に徳川家の三つ葉葵紋（みつばあおいもん）や桂昌院の繋ぎ九つ目紋（つなぎここのつめも

ん）を金蒔絵で表している。  

 

N-106-附属 桐唐草蒔絵鞨鼓台（きりからくさまきえかっこだい） 

羯鼓（N-106）の付属品として伝えられた台。上部のくぼみに羯鼓をのせ、脚部の刳（く）

りに撥（ばち）を置く。全面を黒漆塗とし、両側面には桐唐草文を蒔絵で表している。江戸

時代の蒔絵作品の佳品である。 

 

N-299・296・297 居箱（すえばこ） 

僧侶が三衣や法具など法会に必要な品々を入れて傍らに据え置く箱で、説相箱（せっそう

ばこ）ともいう。これらの居箱は木で作った箱に金銅板を貼っており、居箱(N-299)は側面に

輪宝文の金具が付けられ、寛永５年（1628）の銘がある。 

 

N-294 花台（はなだい） 

欅材製で、甲板の右隅に親子の亀を金高蒔絵で表し、銀製菊唐草文の隅金具を四角に打つ。

側板には七宝繋文を透かし、足は刳形（くりがた）のある猫足とする。 この花台は、江戸時

代に仙洞御所（せんとうごしょ）より法隆寺西円堂の峯薬師（みねのやくし）に奉納された

ものと伝えられ、花瓶(N-293)を置いて用いられたと思われる。 

 

 

 



 

N-292 花瓶（かへい） 

この花瓶は、花台(N-294・295)とともに江戸時代・文化年間（1804～1818）に仙洞御所よ

り法隆寺西円堂の峯薬師に奉納されたものと伝えられる。高台の上に膨らんだ胴とラッパ形

に開いた口をつけ、剣菱文の廓内に渦文や波文を表すなど、その器形は中国の古銅器、尊を

意識している。江戸時代末期の一時期、 蝋型鋳造で中国古銅器の形を模した銅器の制作が流

行するが、そうした風潮のなかで制作されたものとみなされる。 

 

N-131 御所人形（ごしょにんぎょう） 

 御所人形は、江戸時代の享保年間（1716～34）頃より京都の公家の間で好まれた、頭が大

きく丸々とした裸身の幼児の人形。この人形は胸に紅縮緬刺繍（べにちりめんししゅう）の

腹掛けをつけ、頭に赤い牡丹の花を飾った金冠を戴き、右手には軍配を持っている。左足を

折り、右足を投げ出すポーズは「狂い」とよばれ、冠・軍配とともに天下取りの姿を表して

いる。文化年間（1804～18）に仙洞御所から法隆寺西円堂の峯薬師に奉納されたとの言い伝

えがある。 

 

N-100 蜻蛉蟷螂蒔絵印籠（とんぼかまきりまきえいんろう） 

N-101 寿字蒔絵印籠（じゅじまきえいんろう） 

印籠は携帯用の薬入れで、紐の端につけた根付を帯の上に掛けて、腰に下げた。時代が下

がるにつれて、実用よりも装身具としての要素が強くなり、小さな器体に技巧の粋を集めた

ものが多い。蜻蛉蟷螂蒔絵印籠は、研出蒔絵や高蒔絵により、精細に文様を描いている。作

者の塩見政誠は京都に住み、研出蒔絵の名工と称えられた。寿字蒔絵印籠は、金・銀の研出

蒔絵に朱・茶の色粉を交えて様々な字体の「寿」字を表す。作者の田村寿秀は東渓と号し、

享和～文政年間 （1801～1830）頃京都で活躍した。 


